
  
 
 
 

 

末広中の校風 

校長 榊原 英記 

 

桜の便りが待ち遠しい季節となりました。３月５日は二十四節気の「啓蟄」です。

冬ごもりをしていた虫たちが春を感じ、土から這い出してくる頃とされています。い

よいよ本格的な春がそこまでやってきています。体育祭や合唱コンクール等の学校行

事や生徒総会や生徒集会等の生徒会活動など、様々な活動のなかで末広中のリーダー

として頑張り、活躍してくれた３年生９２名が３月１０日に卒業を迎えます。 

さて、校風というものがあります。その学校の歴史や伝統からつくられるものです。

末広中の今の校風とはどんなものでしょうか。私はとてもあたたかい風を感じていま

す。登校時、正門に立っていると生徒のみんなが挨拶をしてくれます。しかも目を見

て、笑顔で。とても幸せな気持ちになります。では、そんな校風を誰がつくってきた

のでしょうか。それは、生徒の皆さんであることに間違いありません。先生が「挨拶

しろ」といくら言っても、気持ちのよい挨拶は生まれません。毎年、生徒会本部役員

が「あいさつ運動」に取り組んでいます。校風をつくるのはその学校の歴史や伝統で

すが、学校の歴史や伝統の主役は生徒自身です。３年生は間もなく卒業していきます。

先輩のつくった歴史・伝統・校風を今の２年生と１年生が引き継いでくれることを期

待しています。そしてあたたかい校風がいつまでも続くことを願っています。  

 

お知らせとお願い  

○自然教室  

 ２/１（日）～３（火）の日程で２年生が自然教室を行いました。福島県の那須甲子

青少年自然の家に宿泊し、自然の家では雪遊びやだるまの絵付け、だいくらスキー場

でスキーを行いました。生徒たちは神秘的な景観に歓声をあげ、千葉ではできない体

験に心を弾ませて活動していました。生徒からも「スキーは初めてだったけど思った

より滑れて楽しかった。」「友達とたくさん話せて楽しかった。」や「時間を守ることの

大切さを学んだ。」「ダルマのように七転八起であきらめずに生活したい。」という感想

が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

  初日の足慣らし         2 日目だいくらスキー場にて   食事はバイキング形式  
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○合同予餞会                  

 ２/１０(火)千葉市民会館にて市内中学校の特別支援学級による合同 

予餞会が行われました。 

本校は葛城中・有吉中 

と合同で劇「美女と野 

獣」を演じました。     

生徒からは「他中の生徒と一緒にできて楽しかった。」や「頑張ってきたことがやっと

報われました。面白かったです。」という声が聞かれました。  

 

○卒業式                 

 ３/１０（火）に本校体育館にて第 79 回卒業証書授与式を行います。３年生の保護

者様には、先日お子様を通して案内文書をお渡ししましたが、改めてご確認の上当日

は体育館に直接おこしください。  

 

○拠点校部活動の特例について 

 運動部活動において在籍中に廃部になってしまった場合に、隣接する学校区の学校

での活動認める「拠点校部活動」という制度に、令和８年度は特例が設けられます。  

 希望する種目の部活動が本校にない場合であっても、事前調査において、隣接する

学校区に受け入れ可能とする学校であれば、参加の対象となります。 

 これはあくまでも特例であり、希望すればできるものではありません。また単年度

実施であり、令和８年度受け入れ校であっても、令和９年度も活動できる補償はあり

ません。詳細は下記アドレスに掲載の「拠点校部活動」実施要項をご確認ください。  

千葉市教育委員会保健体育課   

https://www.city.chiba.jp/kyoiku/gakkokyoiku/hokentaiiku/index.html 
 

○給食費・学校徴収金の口座振替のお知らせ 

３/２５(水 )は、給食費等（２月・３月の２か月分）の第９期振替日です。残高不

足にならないようの確認をお願いします。引き落としができない場合は、４/１５(水)

に再振替を行います。 

（学校給食費に係るお問い合わせ 市保健体育課 電話 245－5909）  

（学校徴収金に係るお問い合わせ 千葉市立末広中学校 電話 265－1818） 
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